
第124回京都大学丸の内セミナー

暗号通貨とそれを支えるブロックチェーン

令和６年１２月６日（金）

講演者：首藤一幸（学術情報メディアセンター・教授）

１８：００～１９：３０

Bitcoinに代表される暗号通貨は、2008年に公開された1本の論文から始まりました。それから
十数年、その種類は2万種類を超え、NFT、DeFi（分散型金融）、DAO（分散型自律組織）などの
イノベーションを産み出し続けています。

https://www.kurca.kyoto-u.ac.jp/seminar
受講申込みはこちらから 「京都大学研究連携基盤」で検索

京都大学東京オフィス（新丸ビル10階）にて開催

現地×オンライン
第143回京都大学丸の内セミナー

参加無料

セミナーではまず、暗号通貨を支える技術であ
るブロックチェーン、その仕組みを紹介します。
続いて、ブロックチェーン上で起き続けているイ
ノベーション、具体的にはスマートコントラクト、
NFT、DeFi、DAOなどを紹介します。暗号通貨と言
えば、数百億円相当が盗難されたという事件をご
記憶の方もいらっしゃるでしょう。暗号通貨はど
うやって盗難されるのかを解説します。最後に、
ブロックチェーン・暗号通貨が社会に与えつつあ
るインパクトのうち、金融についてのもの、具体
的には暗号通貨LibraやCBDC（中央銀行デジタル通
貨）について述べます。



開催回 日時 講演者
所属 講演タイトル 講演者

第１４２回 令和６年１０月４日（金） 野生動物研究セン
ター

ボルネオ島でテングザル研
究：フィールド研究の魅力
と可能性

松田一希教授

第１４３回 令和６年１２月６日（金） 学術情報メディア
センター

暗号通貨とそれを支えるブ
ロックチェーン 首藤一幸教授

第１４４回 令和７年２月７日（金） 数理解析研究所

京都大学丸の内セミナー 開催予定一覧

※講演タイトル、講演者は決まり次第、研究連携基盤HP（https://www.kurca.kyoto-u.ac.jp/seminar）に掲載いたします。
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